
憲法フォーラム№30 

12 月22 日（日）午後 14 時～16 時（開場 13 時半） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【略歴】1968 年生まれ。東京大学法学部卒。ピースボート共同代表。

2017 年にノーベル平和賞を受賞した「核兵器廃絶国際キャンペーン

(ICAN)」の国際運営委員兼会長(2012〜14 年同共同代表、14 年から

国際運営委員、21 年から会長兼任)。核兵器廃絶日本 NGO 連絡会の共同

代表として、NGO 間の連携および政府との対話促進に尽力。 

一般社団法人「核兵器をなくす日本キャンペーン」専務理事。 

立教大学兼任講師。日本平和学会理事。著書多数。 

講演 川崎 哲（あきら） 

核兵器禁止条約に学ぶ 

⽅ 

藤沢商工会館ミナパーク 
※寒川方面の方；町民センター（午後１２時３０分出発）から送迎があります。 

※大庭方面の方：クリエイト駐車場裏（午後１３時出発）から送迎があります。 

参加費：当日１，０００円/事前申し込み 800 円/大学生 500 円/中・高生無料  

 

 

 

☆zoom あり；ご希望の方は事務所までアドレスをお知らせください   

 

 

 

【主催】あべともこと共に歩む会/立憲民主党神奈川第 12 区総支部 
TEL：0466-52-2680  FAX ：0466-52-2681                

E-mail：inochi@shonanfujisawa.com 

 

 

 2 年前の 2 月からのロシアによるウクライナ侵攻、昨年 10 月からイス

ラエルとの戦闘が激化したパレスチナ・ガザ情勢。いずれも停戦合意は実現

せず、厳しい人道状況が続いています。さらに、ドローンの使用に加え、戦

術核の脅威など大きく変化しています。 

平和とは何か、そして核の傘ではなく、対話による外交が今こそ求められ

ています。戦争唯一の被爆国である我が国だからこそできる役割とは何か。

今回は、核兵器廃絶運動にご尽力されておられる、川崎哲（あきら）さんを

お招きして、「核兵器禁止条約」の役割をご一緒に考えたいと思います。	
 

  

 

【予約制】 
 

―私たちにできること― 

方 


